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企業誘致等に関する特別委員会会議録 

 

令和７年１１月５日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時２５分閉議（実時間８５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９３号・令和６年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

                              

○本日の会議に出席した者 

 委 員 長  田 方 芳 信 君 

 副委員長  野 﨑 伸 也 君 

 委  員  大 倉 裕 一 君 

 委  員  小 川 貴 史 君 

 委  員  金 子 昌 平 君 

 委  員  木 村 博 幸 君 

 委  員  中 山 諭扶哉 君 

 委  員  成 松 由紀夫 君 

 委  員  橋 本 幸 一 君 

 

 ※欠席委員 山 本 幸 廣 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       野々口 正 治 君 

 会計管理者兼会計課長 加 来 康 弘 君 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

  総務企画部次長   藤 田   塁 君 

  企画政策課長    浅 川 公 利 君 

 経済文化交流部長   濱 田 浩 介 君 

  経済文化交流部次長 田 島 功一郎 君 

  商工政策課長    松 本   豊 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

            栗 山 大次郎 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（田方芳信君） 改めまして、皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、定刻になり定足数に達しましたの

で、ただいまから企業誘致等に関する特別委員

会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月２８

日の本委員会でも報告いたしましたが、一般会

計決算の歳出の審査については、令和６年度に

おける主要な施策の成果に関する調書に基づい

て説明を聴取し、監査委員からの審査意見書も

含めたところで質疑を行うことといたしており

ます。 

 そのほか審査方法については、タブレットに

格納しております資料に基づいて進めさせてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１１月１

２日水曜日の予備日に繰り越すことも考えられ

ます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（田方芳信君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案１件の審査に入

ります。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳
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入歳出決算中、当委員会関係分を議題とし、歳

出の第２款・総務費中、総務企画部関係分につ

いて説明願います。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）総務企画部の田中でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

 私のほうから、総務費のうち、新八代駅周辺

整備に関しまして、総括を申し上げます。 

 昨年３月に策定いたしましたグランドデザイ

ンにおきまして新八代駅周辺におけるにぎわい

創出の核として位置づけておりました大規模集

客施設整備につきましては、９月定例会初日に

小野市長が表明されたとおり、その構想を見直

すこととしております。 

 構想見直しに至った経緯につきましては、同

じく９月定例会における野﨑議員からの一般質

問への答弁、そしてさきの総務委員会所管事務

調査において説明させていただいたとおりであ

ります。 

 今後についてでありますが、グランドデザイ

ンで掲げております新八代駅周辺の目指す将来

像である、未来を切り拓き活躍する新世代が飛

翔する交流・創造の拠点を実現するため、民間

活力を活用しながら、にぎわい創出に向けた検

討を進めていくこととしております。 

 以上、総括といたします。 

 本日は、現在、契約終了に向けて受託者との

協議、調整を進めております基本計画策定支援

業務委託を含め、昨年度実施した新八代駅関連

の決算について報告させていただきます。 

 詳細につきましては、藤田次長から説明いた

します。よろしくお願いします。 

○総務企画部次長（藤田 塁君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）総務企画部の藤田でございます。

よろしくお願いします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

 それでは、第２款・総務費のうち、総務企画

部が所管しております新八代駅周辺整備に関す

る事業について、説明いたします。 

 資料、令和６年度における主要な施策の成果

に関する調書（その１）の２７ページを御覧く

ださい。 

 対象となりますのは、下段の新八代駅周辺大

規模集客施設等整備基本計画策定事業の１事業

でございます。 

 事務事業の概要の欄を御覧ください。 

 新八代駅周辺における大規模集客施設等の整

備を具現化するため、基本計画策定支援業務を

委託した上で、有識者会議の開催、市民アンケ

ート、市場調査、収支シミュレーションなどを

実施しております。 

 決算額は２１１１万円で、うち有識者委員へ

の謝礼２万３０００円、有識者委員への旅費６

万１０００円、先進地視察等に係る旅費４０万

８０００円、基本計画策定支援業務の委託料２

０５７万６０００円、高速道路使用料、視察参

加費４万２０００円でございます。なお、委託

料につきましては、令和７年度までの２か年度

契約にわたる契約のうち、令和６年度分の額で

ございます。 

 下欄の今後の方向性を御覧ください。 

 今後の新八代駅周辺整備の取組に関しまして

は、市による実施（現行どおり）としておりま

す。新八代駅周辺につきましては、９月定例会

で市長が説明いたしましたとおり、民間活力も

使ってにぎわい創出の検討を続けることとなっ

ているためでございます。 

 現在は、民間事業者との対話を通じて、様々

なアイデアや官民連携事業として民間事業者が

参画しやすい事業条件等を把握するためのサウ

ンディング型市場調査を進めております。 
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 説明は以上です。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（田方芳信君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 有識者の方々を巻き込

んで意見を聞いていかれたということですけれ

ども、計画見直しと、方針見直しということに

ついては、この有識者の方々には何か連絡とか

はされているんですか。 

○企画政策課長（浅川公利君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 今お尋ねの件でございますが、委託契約の終

了を受けまして、委員の皆様方には丁寧に、直

接お会いしたりとかしながらもう説明をしたと

ころでございます。 

 有識者会議につきましても、一旦ここで終了

ということでお話をさせていただいたというと

ころでございます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 有識者の皆さんからは

何か、ただ分かりましたというだけだったんで

しょうか。何か付け加えられての御意見とか、

そういったのがありましたら御紹介いただけれ

ばと思うんですけど。 

○企画政策課長（浅川公利君） 多くの皆様か

らは、委員がおっしゃったとおり、分かりまし

たというお答えではございましたが、中には、

今後も新駅周辺のにぎわいというのは必要じゃ

ないかということで、そういった今後も検討を

続けていかれるのかというような形の御質問も

あって、今後も継続して進めていきますという

形でお答えをしたところでございます。 

 以上です。 

○委員長（田方芳信君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 私も新駅周辺の開発と

いうのは確かに必要性を感じているところはあ

ります。その中で、方向性の中に、考えられる

あらゆる手法を検討していくということがまと

めとして書いてあるんですけど、具体的なとこ

ろが何かありましたらお示しいただければと思

うんですけど。 

○企画政策課長（浅川公利君） 今御質問のあ

らゆる手法ということでございますが、当然、

公的に八代市のほうで整備するということも１

つの手法でございますし、市長のお考えでござ

います民間活力を活用してということで、民間

と共同してということ、そこもまた１つの選択

肢でございます。 

 あらゆる手法というのは、今、現時点でまだ

これという形で決まっているわけではございま

せんが、その言葉のとおり、あらゆる手法、全

ての選択肢を排除しないという方法で、いろん

な角度から考えていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） 不用額の１４０万３

０００円というところで出てますが、この不用

額の出た根拠というか、こういうことでこうだ

ということと、あと、新しい市長は民間活力、

民間活用という方向性もあっておりますが、今

どういう方向性というか、これ、大変重要な問

題なので、まずはその２点。 

○企画政策課長（浅川公利君） まず、予算の

不用額でございますが、こちらは、当初予定し

ておりました有識者会議の開催の回数が１回と

なってしまったことによる予算の残、それか

ら、視察の旅費あたりもちょっと考えておった

んですけれども、視察を取りやめたということ

がございまして、旅費としての減、それから、

委託料につきましては、そういった予算の、視

察の旅費だったり、その報償費、費用弁償あた

りの残を見ながら、この委託料につきまして
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は、要領の中で昨年度、契約金額の約３割をお

支払いするということで記載をしておりました

ので、そちらの記載、その辺の予算の増減を見

ながら、委託料を支払ったということでの不用

額でございます。 

 あと、その方針でございますけれども、今、

先ほども次長のほうから御説明しましたとお

り、一旦この計画につきましては見直しという

ことで、サウンディング型市場調査を行ってい

るということで御説明をさせていただきまし

た。まだ対話を現在進めておりまして、その中

でアイデアをいただいたところもございます

し、どういったやり方であれば参入がしやすい

とか、そういったいろんな角度からお話を今さ

せていただいております。 

 先ほども申しました市長の大きな方針とし

て、民間活力を活用しながらということで、民

間と共同してということでのお考えをお持ちで

すので、そういった形でできるだけ――なかな

か、こういう御時世でございますので、市単独

では事業の展開が難しいということもございま

すので、そういったところも含めながら、民間

と共同して開発していきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 選挙前の議会で私が

質問したときと、今新しい執行部になっての、

そこのまだぼやっとした話ですよね。言えるこ

と言えないことあるんだろうけれども、実際問

題、かなり前市長は前のめりで、民間の活用も

ということだったんだけど、前市長が言われて

いることを何か踏襲されてるようなふわっとし

た感じで、そこがはっきりしてないのかしてい

るのかというのが、要は、基本計画で委託料が

結構かかって、それだけ、何ちゅうかな、計画

を進めてきとるでしょう。答弁のときに、一旦

立ち止まってというような表現があった。私の

答弁に。あらゆる可能性という言葉もあったで

すよね。やっぱりほら、新駅前が今の状況じゃ

いかん、このままじゃあからんというようなこ

とで、かなり前市長も執行部も一丸となって取

り組んでいかれているのも、我々も新駅前を何

とかしなきゃいけないなという、にぎわいの創

出、人流の創出ということでやってきて、結

局、あのときの答弁は、計画であったり、いろ

いろな専門家が見たときに、とにかく資材高騰

であったり物価高騰で一旦立ち止まるというよ

うなことで、かなり苦慮した中での苦渋の決断

というか、そういうイメージだったんですよ。

ほかの議員さんはもう、これ、やめたんだろう

がみたいな強い言葉をね、当時、野党は言われ

てたけれども、実際、そのときあらゆる可能性

という中で、当然、民間活力とか民間活用とか

というようなイメージがあったじゃないです

か。だから、何を言わんとするかというのは、

その当時の方向性が継続されていると受け取っ

たほうがいいの。それとも、いやいや、もう一

旦白紙ですよと。一旦白紙で、再度やり直すと

いうような方向なのか。 

 あのままの路線でいけばいろんなことが想定

されたわけですよ。ただやっぱり、首長が替わ

るというのは、信頼とか、信用とか、長年築い

たものとか、それがある意味、政治的には一旦

白紙になるんだけれども、いやいや、現市長は

前のイメージを踏襲されていくということなの

か、いやいや、もう一旦白紙ですよ、一旦立ち

止まる、もういろいろなほら、言葉遊びじゃな

いから、そこは今、現執行部はどう考えている

のかお知らせいただければ。 

○企画政策課長（浅川公利君） 大きな方針に

つきましては、もう新駅周辺をにぎわい創出を

図る、つくっていくという、そちらの考え自体

は、基本的には変わっておりません。 

 今回、委託のほうを見直したということにつ

きましては、もともと計画自体がアリーナを中

心とした大規模集客施設ということでの考え方
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でございましたので、こちらの委託契約、その

進め方につきましては一旦見直すというところ

で考えたところでございます。 

 ただ、先ほども申しましたように、新駅周辺

のにぎわい創出を図っていくというその根本の

考えは変わっておりませんので、そちらは今後

も、そのように進めていきたいというふうには

思っております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 要は、アリーナの部

分についてが予算の関係、財源の裏づけと根

拠、これはもうほら、自民党の市議団もみんな

認識しながら、最初からの話だったけど、結

局、基本計画で委託した中でも、ゾーニングだ

ったり、結構踏み込んだいいものができとった

ですよね。やっぱりお金がかかっとる分、しっ

かりとしたあれができてる中では、例えば、部

長も青森、いや、青森じゃない、北海道だった

か、（総務企画部長田中孝君「はい、北海道で

す」と呼ぶ）農業施設だったりとか、何か結構

ね、具体的ないいところも視察してこられてお

る部分とか、ゾーニングも含めて、あれはね、

これだけお金をかけた分、やっぱり生かしてい

くべきと思うとですよ、実際。何かこれをまた

何かごちゃごちゃ言っとる人間もおるみたいだ

けども、ああでもないこうでもないと言ってる

けど、実際あれは、あのゾーニングも含めた基

本計画を生かしつつ、アリーナの部分は一旦ち

ょっと外していくんだと、そういう理解でい

い。 

○総務企画部長（田中 孝君） 総務企画部、

田中でございます。 

 あのグランドデザインの根拠というのはにぎ

わいづくりというのがメインですので、にぎわ

いづくりは変わらないというふうに考えていま

す。 

 ただ、手法としていろんなことは出てまいり

ましたが、日進月歩いろんな形で変わっており

ます。考え方も、ターゲットとなる世代とか、

やり方も変わっていると思いますので、あれに

とらわれることなく、いろんなことを、皆さん

の意見も聞きながら、検討を進めていければと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） あのグランドデザイ

ンは生かされないの。生かしつつちゅうこと。 

○総務企画部長（田中 孝君） あのグランド

デザイン自体はちゃんとコンセプトとしては、

私も今説明しましたとおり、ありますので、そ

れは生かしつつ、進めてまいります。ただ、い

ろんな意見を当然聞きながら、必要なものを検

討していくという考えです。 

○委員（成松由紀夫君） そしたら、それを生

かしつつ、またいろんな新しい情報であった

り、いいものがあれば取り入れるという理解で

よろしいちゅうことですね。 

○総務企画部長（田中 孝君） はい、そのと

おりです。 

○委員（成松由紀夫君） はい、分かりまし

た。 

○委員長（田方芳信君） よろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） ありがとうございま

した。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 大体、以前から目的と

手段というのがいつも言われとったっですが、

目的というのはにぎわいの創出、これはもうみ

んな同じような意見で、一緒と思うんですね。

やっぱりさっきのアリーナに、前回について

も、あまりにも走り過ぎちゃいないんかとい

う、そういう話もあった中で、やっぱり結局は

財源が伴わないという、やっぱりそこの部分で

断念というような状況にあのときはなったわけ

なんですね、凍結という。今でも結局、財源が

伴わなければ全てのものがやっぱり無駄になる
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という、やっぱりその辺も含めて、今後、民間

活用もされるという部分も今、新市長になって

提示されてるわけで、やっぱりしっかりした民

間活用の中での財源というのも頭の中に入れて

――いかんとじゃないかなということを今感じ

ております。 

 やっぱりそういうことになってくると、今後

の構想のスケジュールというのはどうなるの

か、それについてはどう考えておられるのか、

伺いたいと思います。 

○総務企画部長（田中 孝君） スケジュール

というのは、今現在はっきりお示しできるもの

はございません。今、浅川課長のほうからも説

明いたしましたとおり、民間のほうのサウンデ

ィング調査ということでいろんな意見を聞いて

おります。その意見を踏まえながら、先ほど、

我々が予算的な面も含めて、広く意見を聞きな

がら予算的なものも含めて総合的に判断する必

要があるだろうということで、言い方はあれで

すけど、地に足をつけた形できちっと１つずつ

クリアしていくべきかなというふうに今考えて

いるところです。 

 ですので、今現在、いつまでに何をするとい

うのはまだお出しできない状況ということで御

理解いただければと思います。 

○委員（橋本幸一君） 構想の段階でも今、契

約の中では期限が切ってあったわけなんですけ

ど、これについても見直しということで理解し

てよろしいですか。 

○総務企画部長（田中 孝君） 今回の業務委

託につきましては、もう今現状、業務は止めて

いただいてまして、今までの成果として、市民

アンケート、企業ヒアリング、そのような成果

については当然、今後に生かすべきものはたく

さんありますので、それは生かしてまいりたい

と思ってます。 

 業務としては、この業務は、もう受託者との

話では、終了という形で終わらせる予定でござ

います。 

○委員（橋本幸一君） ということは、また今

後のその構想等を含めて、基本計画等を含め

て、どのような考えでおられますか。 

○総務企画部長（田中 孝君） 先ほど申しま

したサウンディング調査であったりこれまでの

市民アンケートも改めて見直しながら、方針的

なところもまた整理した上で、必要に応じて本

委員会のほうに、議会のほうに、業務委託なの

か、そのとき必要な予算も含めてお願いすると

いうことになろうかと思いますが、今現在は、

今度出来上がったものを再度精査し直して、方

向性、コンセプト、ターゲット等を整理してい

く必要があるだろうというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（橋本幸一君） じゃあ、改めてまた基

本構想をつくり直すということで捉えてよろし

いですか。 

○総務企画部長（田中 孝君） すいません、

基本構想になるのかどういう形になるかという

のはちょっと分かりませんけども、今の段階で

は。１つ１つ、構想ということになるのか、そ

ういうことも含めて、まずやれることを職員で

やっていきたいというふうに考えております。

必要に応じてまた、予算要求すべき内容であれ

ばまたそこは予算要求するということで御相談

することになろうかと考えております。 

○委員（橋本幸一君） かなり大幅に遅れると

いう、捉えてもよろしいわけですね。 

○総務企画部長（田中 孝君） これまでの大

規模集客施設につきましては、御存じのとお

り、ヴォルターズの絡みであったりとか、そう

いうことも含めて、時間的なスケジュールの制

約というのも我々の中にあったわけでございま

すけども、今後につきましては、そういう制約

も今ない中で言うと、今、現有施設の、仮にで

すけど、現有施設のいろんなスクラップ・アン
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ド・ビルドだったり、通常の行政としての考え

方の下に進めていく考え方になるのかなという

ふうに思っております。 

 ですので、仮に、何をどうするかということ

はまだ何も分かりませんけども、そういう施設

の寿命の問題であったり、統廃合の問題であっ

たり、いろんなことを踏まえて、あとは、民間

活力というような視点がございますので、民間

の意見も踏まえながら、言い方はあれですけ

ど、時機を逸しないというようなことも含めて

考えていくべきじゃないかと思っております。 

 はっきり申しまして、今現在はまだ本当にゼ

ロからスタートすべきレベルになってるという

ことで御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 関連です。そこです

よ、ゼロ。だから、ゼロからのリセットという

ことになるとね、また話が違ってくるんです

よ。 

 だから、新駅前の部分で言うと、今日、監査

委員はおられるけれども、政策審議官というこ

とで４月で特命を受けて、そしてヴォルターズ

の件、より具体的な検討のね、返答待ちであっ

たり、担当課が一生懸命頑張ってやってたのは

分かってるんですよ。それが１つの選挙でやっ

ぱり対案というか、対論がないような選挙だっ

たでしょう。その中で一応、何ちゅうの、踏襲

するようなイメージ、だから、アリーナについ

ても、先ほどから橋本委員が言われてるような

ところで、我々市議団はやっぱりあんまり財源

の裏づけがない中でやるのはいかがなものです

かと、予算の部分があったじゃないですか。 

○委員長（田方芳信君） 成松委員、ちょっ

と、決算のあれとはちょっと話……。 

○委員（成松由紀夫君） だから、決算の話だ

から、この基本構想の。だから、これも含め

て、いやいや、発言はしますよ、ちゃんと。だ

から、その大事な……（委員野﨑伸也君「予算

に関係ないこと」と呼ぶ）関係あるじゃない

か、基本計画の業務委託料だから。だから、こ

の委託料をかけた……（委員野﨑伸也君「令和

６年度の決算」と呼ぶ）それがゼロベースにな

るんですかというような話になるのと、それ

と、スケジュールね、そのスケジュールが、あ

の当時は見通しが、こうある程度、何年までこ

ういうことをやって、こういうことをやって、

こういうことをやるというようなイメージもあ

る中でのやっぱりこの基本計画業務委託料が２

０００万円かかっておるわけですよ。 

 そういうところを市民の皆さんもいろいろと

言ってるようなところもあるし、ね、空気入れ

て扇動しておる者もいるから、だからこそそこ

がゼロになるということの意味合いが、イメー

ジの捉え方が違ってくるのと、だから生かしつ

つですよという先ほどの話が、ちょっと食い違

うとあれだし、結論から言うと、スケジュール

がね、大幅にじゃあ遅れますよね、イメージど

おりのものと、計画の、この委託料も含めたと

きのね、中の。そこをもう一回しっかり聞かせ

て。 

○総務企画部長（田中 孝君） 私の説明がち

ょっと足らなかったのかもしれませんが、グラ

ンドデザインは、先ほどから申しますように、

当然踏まえた形で進めてまいります。（委員成

松由紀夫君「生かしつつ」と呼ぶ）生かしま

す。 

 私がゼロベースと言ったのは、今回の大規模

集客施設整備については市長のほうも見直すと

申しましたので、これはゼロベース。そっちが

ゼロベースです。それがゼロベース。アリーナ

建設はゼロベースです。そのようにお考えいた

だければと思います。 

 ただ、にぎわいをつくるものとしてはいろん

な考え方がありますので、そこについては、グ

ランドデザインでも検討した内容、さらには今

回の業務委託でいただいた市民からの言葉、ア
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ンケート、さらには企業からのいろんな御意

見、こういうことを踏まえて、新たにあそこに

にぎわいをつくる上ではどういう手法、どうい

う考え方がいいのかというのを考えていきたい

ということで申したところでございます。 

 あと、（委員成松由紀夫君「スケジュール」

と呼ぶ）スケジュールにつきましては、今現在

そういう状況で、いつまで、何をするというこ

とにつきましてはまだ私のほうではお話しでき

るものはございません。当初考えていたものは

あくまでも大規模集客施設、アリーナを建設す

るためのスケジュールで申しておりましたの

で、それは見直しということで、そちらはもう

ゼロになりますので、スケジュールは遅れると

いう形じゃなくて、そこも見直しという形に考

えております。 

 ですので、何かをどういう形で整理するとい

う最終的な到達するスケジュールで言います

と、また今後我々が検討する中で改めて皆さん

方にお示しするまではスケジュール感も我々の

ほうにもありませんと。ゼロということで考え

ていただきたいということでございます。 

○委員（成松由紀夫君） いや、あのときね、

あの当時、私が一般質問しとるから、そこのや

り取りなんですよ、１つは。だから、結局、ス

ケジュールはもう遅れる。それと、あの当時の

大規模集客施設の部分は、あくまでにぎわいの

創出。撤退とか、そういうことではないと。

（総務企画部長田中孝君「あ、です」と呼ぶ）

あくまで見直すという理解でお願いしますとい

うことだったから。 

 しかし、今、ゼロベースと言われると、それ

は今、新市長でゼロベースになったの。その当

時の市長が言いましたとおりとさっき言ったか

ら、あの当時はほら、見直すだったからです

ね。今と、現政権と前政権の、そこの違いがス

ケジュールに影響するでしょう。そこをはっき

り……。 

○委員（野﨑伸也君） 委員長、副委員長から

一言よろしいですか。 

○委員長（田方芳信君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） いや、俺の発言中。 

○委員（野﨑伸也君） 今やってるのが令和６

年度のね……（委員成松由紀夫君「だから、俺

の発言中」と呼ぶ）決算の審議なんですよ。決

算なんですよ。今度、今、成松委員が言われて

るのは非常に大事なことなんで、この特別委員

会でもう一回やっていただければと思うんです

けど。（委員成松由紀夫君「いやいや、だから

もうそれ、最後の質問でいいから」と呼ぶ）う

ん。ここは、今決算なんで、趣旨が違うんで、

（委員成松由紀夫君「それは委員長から言われ

てる」と呼ぶ）そこは、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（成松由紀夫君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（田中 孝君） 当時、答弁で

も申しておりますが、我々が今回の見直しに至

ったのは、あくまでも物価高騰等による市の財

政負担というのが１つ。 

 それと、県のほうで、県立総合体育館の見直

しについて、知事のほうの方針が出ることを待

った上で判断をすべきだということでございま

したので、政権を基にというようなことの考え

ではなくて、タイミング的にたまたまそのタイ

ミングになったというふうに我々のほうでは理

解した上で、本６月定例会、総務委員会のほう

にも説明を申し上げたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） ちょっと確認させて

いただきたいんですけど、新八代駅周辺の大規

模集客施設の整備ということで、今回、結果的

にこの方針を変更せざるを得なくなったという

のは分かるんですけど、この今後の方向性です

ね、市による実施ということ、現行どおりとな
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ってますけど、これはこの決算時の時において

現行どおりの方針だったということでよろしい

んですか。 

○企画政策課長（浅川公利君） この決算時の

資料ですね、こちらの決算が出たときの資料と

いうことで、当時の時点ではですね、まだ……

（総務企画部長田中孝君「まちづくりを進めて

いく」と呼ぶ）にぎわいづくりは進めていくと

いうことでございましたので、市としては、や

るべきことということで、市、現行どおりとい

うことで記載をしたというところでございま

す。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） 意見。 

○委員長（田方芳信君） あ、意見は……。

（｢また後で」と呼ぶ者あり） 

 ほかにありませんね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（木村博幸君） 決算については、今終

わりましたけど、意見としては、今までの流れ

を非常に詳しく説明していただきました。た

だ、次年度に向けてのことなんですけど、やっ

ぱり、にぎわいですよね、この流れはやっぱ

り、中心市街地にはもちろん呼び込むのも必要

ですが、それと同時に、やっぱり県南の活性化

に向けた周辺地域の自治体のことも考えると、

先ほどから言われて、次は民間活用もあります

が、市民アンケートを取るとか、サウンディン

グ調査をもう一回やって、調査をやりますと、

そういったことの中では、ちょっと広げて、周

辺自治体の主なところも、アンケートを取りつ

けていろいろやられるのも本当に必要かなと思

います。 

 私の知り合いも、人吉も水俣もいらっしゃい

ますが、八代の新駅前開発に非常に興味があら

れます。どんなものをつくるんだろうか、どう

いう規模だろうか、そういう問合せも大分あり

ますので、そういったことを盛り込むわけには

いかんかもしれませんが、アンケートとしてや

る、そういう調査をするのに、今回の委託料は

ちょっと高額に見えましたが、次回は納得する

内容で、納得する金額で、予算を組んで進めて

いっていただきたいなという要望といいます

か、意見だけを申し上げておきます。よろしく

お願いしておきます。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） またこの件は少し理

解を深めたいので、また執行部からいろいろと

アドバイスいただければレクでもお願いしたい

と思いますが、やっぱり一番今、中村市長のと

きの流れで、財源の根拠を木村委員も言われて

ますが、そこら辺のところがある意味、イメー

ジがあった。民間活力を、民間を活用していか

ないかんというイメージは当然あったわけです

よ、財源の根拠を考えると。 

 なので、それが新・小野市長になって、小野

市長がやはり民間を引っ張ってくるとか、また

そういういろんな可能性が、あらゆる可能性が

出てきたときには進めていただかないともう駅

前は何も変わらんし、中村市長のときにもうち

ゃんとある程度イメージがあったものがここ

で、ここで新市長の腕が試されると思うんです

よ。そういう民間を連れてくるなり何なり、そ

してまたこの計画が続けられていくというよう

な、やはりにぎわいの創出のためには前向きな

姿勢でまた鋭意、執行部には頑張っていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろと質疑ありま
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して、いろいろ答えていただきましたけれど

も、部長のほうから、この方向性の変わった理

由というのは、財政問題と、県の判断があっ

て、そういう方向性ですよね、アリーナの建設

が一旦立ち止まるというような話。今のところ

もうなくなってしまったのかなというような思

いを受けたんですけれども、これは、その要因

もあったのかもしれないんですけれども、結果

的に、やはり選挙を終えて、新しい市長がどう

いうことをやるかというのを掲げて選挙を勝っ

てきたというのが、一番の問題だろうと思うと

ですよ、要因は。市長が何をしたいのかと、新

しい市長が、というところだと思います。 

 今までのところは、今まででいろいろゾーニ

ングの話もありましたけれども、これも含め

て、多分、私はゼロベースだと思うんですよ。

というのが、いろいろと私のほうにも、そこの

ゾーニングに対して市民の方からいろんな御意

見をいただいてます。というのがありますの

で、そういったところも含めて、多分、新市長

はゼロからやりたいんだというふうに思ってる

んじゃないかなというふうに思います。 

 この基本計画のほうに戻るんですけれども、

基本計画策定のほうが延びますよという話だっ

たんですが、新しい特別委員会も設置されまし

たので、今までの、これまでの、一旦ここまで

の状況については、報告をいただきたいなとい

うふうには思います。どこまで行ってたんだ

と。ここまで行ってたというのはですね、報告

をしていただきたいというふうに思います。 

 というのが、一般質問でも言いましたけれど

も、かなり高額な予算をつけて、白紙に戻す

と。アリーナありきでつくってたやつですから

ね、今までのやつが。でもありますんで、一旦

はここで、ここまで行ってたというのは、ちゃ

んと報告をしてほしいというふうに思います。

それで、これからはこういうことで変えていく

んだと、新たにつくり上げるんだというところ

までお話をいただければと。そうしないと、多

分、市民の皆さんも納得いかないんじゃないか

というふうに思いますんで、そこのところはよ

ろしくお願いをしていきたいというふうに思い

ますし、今後も新駅周辺のにぎわい創出に向け

てしっかりと取り組んでいただきたいというふ

うに思っています。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） 意見がなければ、以

上で第２款・総務費中、総務企画部関係分につ

いてを終了いたします。 

 入替えをお願いいたします。 

（執行部 入替え） 

○委員長（田方芳信君） 次に、第６款・商工

費中、当委員会関係分について、経済文化交流

部から説明を願います。 

○経済文化交流部長（濱田浩介君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）経済文化交流部の濱田でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 失礼しまして、着座にて説明させていただき

ます。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳

入歳出決算のうち、経済文化交流部所管の当委

員会関係分の決算審査をお願いするに当たりま

して、第６款・商工費の関係分につきまして総

括をさせていただきます。 

 企業誘致につきましては、令和６年度の立地

協定件数は過去５年間では最多となる１０件で

ございました。 

 また、令和６年６月には、アジア最大の物流

不動産会社であるＥＳＲ株式会社及び県との物

流拠点構想の推進に係る覚書、１０月には県と

県営工業団地整備推進に向けた覚書を締結でき

たことは大きな成果と捉えております。 
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 今後は、物流拠点構想の推進に係る覚書の具

現化と一日も早い県営工業団地整備実現に向け

て県と一体となって取り組むとともに、積極的

な誘致活動を展開してまいります。 

 以上、総括とさせていただきます。 

 詳細につきましては経済文化交流部、田島次

長が説明いたしますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

○経済文化交流部次長（田島功一郎君） 皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部の田島で

ございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

 それでは、令和６年度八代市一般会計歳入歳

出決算のうち、第６款・商工費中、経済文化交

流部所管の主な事業につきまして、令和６年度

における主要な施策の成果に関する調書及び令

和６年度八代市一般会計歳入歳出決算書にて説

明させていただきます。 

 令和６年度における主要な施策の成果に関す

る調書（その１）、そちらの８７ページをお願

いいたします。 

 上段のサテライトオフィス管理運営事業でご

ざいますが、本事業は、令和４年度に国のデジ

タル田園都市国家構想推進交付金を活用しまし

て廃校となりました旧宮地東小学校をＩＴ関連

企業等が使用しますサテライトオフィスに改修

し、令和５年４月１日から供用を開始いたして

おります。新たな企業誘致の受皿として活用す

るとともに、地域の活性化につながるよう、適

切な管理運営を行っております。 

 決算額は２７５万円で、主なものとしまして

は、光熱水費、電気料でございますが、６８万

６０００円、給水設備保守点検委託７５万２０

００円、Ｗｉ－Ｆｉ設備設置に係る環境整備業

務委託７１万６０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、令和６年度はオフィス入居の

立地協定が１件ございましたが、協定後、企業

から諸事情により入居は難しいとの申出がござ

いまして現在、入居には至っていないため、引

き続き誘致活動を展開し、新たな入居企業の誘

致に取り組んでまいります。 

 次に、８８ページ、下段の企業振興補助助成

事業でございます。 

 本事業は、製造業や運輸業などの工場や倉庫

等の新設・増設、ＩＴ関連やコールセンターな

どのオフィス系企業の新設・増設に対して補助

を行い、本市への企業進出や地場企業の事業拡

大を支援するものでございます。 

 また、市内に事業所を持つ企業の経営者及び

従業員が技術向上や研究開発等の研修を受ける

際の経費の一部補助を行うほか、産業活性化に

向け、本市及び氷川町、芦北町を含めた圏域で

組織いたします八代圏域産業振興協議会への補

助を実施しているものでございます。 

 決算額は２億５６７３万１０００円で、内容

といたしましては、八代市企業振興促進条例補

助金２億１２３６万５０００円、八代市情報通

信関連等事業所立地促進補助金４２７４万７０

００円、八代市産業活性化人材・企業育成支援

事業補助金１４０万円、八代圏域産業振興協議

会補助金２１万９０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、各種支援制度につきまして

は、企業からの意見や現状を踏まえ適宜見直し

を実施するとともに、企業振興促進条例につき

ましては、特に県営工業団地の分譲を見据え、

大規模工場の誘致につながる改正等を検討して

まいります。 

 次に、８９ページ、下段の企業誘致対策事業

でございます。 

 本事業は、熊本県や関係機関と連携した企業

訪問活動に加え、オンラインを活用した誘致活



 

－12－ 

動を展開するとともに、工場やオフィス等の立

地における本市の優位性をＰＲし、企業誘致に

つなげる取組でございます。 

 また、令和６年１月から企業誘致アドバイザ

ーを配置し、その知見、ノウハウを生かし、半

導体関連産業をはじめ、物流拠点構想やフード

バレー構想に基づいた企業誘致活動を展開して

おります。 

 決算額は１８８４万５０００円で、主なもの

といたしまして、企業訪問等に要する旅費２２

４万４０００円、企業誘致アドバイザー委託費

１５８４万円などでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充とし、龍峯地区における県営工業団地

の分譲開始を見据えた誘致活動を行うととも

に、ＴＳＭＣ熊本進出に関連した台湾企業の誘

致や台湾の経済団体等との関係構築を積極的に

展開してまいります。 

 続きまして、主な予算の流用について御説明

いたします。 

 資料は変わりまして、歳入歳出決算書、こち

らの１４９ページをお願いいたします。 

 目２・商工振興費となりますが、右端の備考

欄の中ほどより下のほうを御覧いただきたいと

思います。 

 １８節・負担金補助及び交付金から８節・旅

費への流用１２０万１０００円は、企業誘致関

係における台湾出張２名分と、ＥＳＲ社との覚

書締結に係る打合せや企業折衝による東京出張

が増加いたしまして突発的な事案となっており

ましたことから、予算措置をすることが難し

く、流用で対応いたしたものでございます。 

 １つ飛びまして、１８節・負担金補助及び交

付金から１２節・委託料への流用２９３万円の

うち７１万６０００円を、先ほど説明いたしま

した宮地東サテライトオフィス、こちらへ入居

する企業のお話があったことから、Ｗｉ－Ｆｉ

設備を早急に設置する必要があったことから、

流用で対応いたしたものでございます。 

 以上、商工費中、企業誘致関係分の説明とさ

せていただきます。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（田方芳信君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（金子昌平君） サテライトオフィス管

理運営事業で、先ほど入居の立地協定が１件あ

ったんだけれども諸事情によりかなわなかった

というところなんですが、その諸事情って何か

聞いてもいいですか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 委員お尋ねの諸事情によりというところでご

ざいますが、当初、ユーチューブ関連の埼玉の

企業と立地協定を結びまして入居予定ではござ

いましたけれども、そちらの企業がその後、経

営が悪化したというところで、入居に至らなか

ったというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） よろしいですか。 

○委員（金子昌平君） サテライトオフィスな

んでターゲットちゅうのはある程度絞られてる

と思うんですけど、誘致活動の展開というのは

どのようにやられているんですか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 誘致活動とい

たしましては、まずは、東京で行われました企

業誘致セミナー、フェアのほうに参加しまし

て、参加企業のほうにサテライトオフィスに関

心を持っていただけるように広報をしてきたと

ころでございますし、あと、サテライトオフィ

スがあることを知っていらっしゃって、こちら

のほうにも問合せがあってた分について現地を

見ていただいたりとかで誘致活動には努めてい

るところではございますが、何せ、場所が宮地

東の山のところにありまして、興味は示される

んですけれども、まだ入居というところまでは
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至っていないというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 現在、入居もされて

ないということなんですけど、その状態で維持

費がかかっていると思うんですけど、今、維持

費の状況ってどのくらいかかってるんでしょう

か。月々でも構いませんが、お願いします。 

○商工政策課長（松本 豊君） 維持費でござ

いますが、このサテライトオフィス管理運営事

業、決算額で２７５万円というのが出ておりま

すけれども、そのうち電気料がですね、６８万

６０００円、それと給水設備保守点検委託７５

万２０００円、浄化槽保守点検委託８万３００

０円といったところが大きな金額となっている

ところでございます。 

 光熱水費の６８万６０００円について、月５

万３０００円ぐらいお支払いをしているんです

けれども、実際、オフィスの部分が３部屋あり

まして、そこの入居が今行われていないという

ところではございますが、実際、調理室であっ

たり、会議室、あと、体育館というのは、通常

で貸出しを行っておりまして、電気とかを止め

るわけにはいきません。 

 といったことから、通常で今、オフィスは入

っておりませんけれども、維持費としてはそう

いった部分が発生しているというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） そうしましたら、使

ってる分もあるということですから、そこの使

用料に関しては、この使用料でいいんでしょう

かね、教えてください。今、民間の使用料です

かね。 

○商工政策課長（松本 豊君） 使用料といた

しましては、調理室、あと、ホール、会議室、

体育館とございまして、調理室のほうが午前、

午後、あと、夜の使用料がございまして、大体

１区画４００円ほどというところでございま

す。あと、ホールのほうは無料で貸出しをして

おりまして、会議室のほうは大体その３ブロッ

クのほうで大体３００円から４００円、体育館

の使用につきましては１時間３００円の使用料

を設定しているところでございます。 

 以上でございます。 

○経済文化交流部次長（田島功一郎君） こち

らの主要施策のほうに、サテライトオフィス使

用料ということで１０００円が計上されており

ますが、こちら以外に、もともと旧宮地東小学

校の跡地でございますので、こちらは地元の

方々、こちらが使われる、運動会ですとか、敬

老会ですとか、そういったときには、無償でこ

ちらは利用していただいているということで、

全てが、利用状況が少ないといいますか、１０

００円の分だけということではないというとこ

ろで補足させていただきます。 

○委員（中山諭扶哉君） 使われているという

ことで、理解はしました。その面も踏まえて、

まだ利益を上げるようなサテライトオフィスの

入居がないということですので、絞れるところ

はちょっと絞って、休止できるところは休止し

ていいんじゃないかと。Ｗｉ－Ｆｉとかそこら

辺は思うんですが、そこら辺、どうお考えです

か。 

○商工政策課長（松本 豊君） Ｗｉ－Ｆｉの

整備、こちらの主要施策のほうに書いてありま

す７１万６０００円というところでございます

が、こちらは当初、設置費用も含まれておりま

してこの金額になっております。ですので、

月々の利用料としましては、すいません、数字

を持ち合わせてないんですけれども、１万円い

かないぐらい、たしか五、六千円じゃなかった

かなというところでございます。 

 止めてしまいますと、再開するときに費用が

かかるというところで聞いておりまして、今の
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ところはそのままの状態。ただ、この状態が長

くなればそこの部分も検討しなければならない

というところで感じているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） 施策の８８ページの企

業振興補助助成事業で、頑張っていただいてる

ものというふうに思いますが、今後の方向性の

ところで、現状に応じて各種支援制度を見直し

ますよと、また大規模工場の誘致につながる改

正を検討すると書いてあるんですけど、もう既

に企業誘致合戦が始まっている状況の中におい

ては早めにこの見直しをする必要があるという

ふうに思いますが、その辺りのスケジュールと

して、どのような方針をお持ちでしょうか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 委員のおっし

ゃるとおり、当然ながら、今、企業誘致合戦に

なっておりまして、当市のほうがどれだけ魅力

のある補助制度を設けるかというのは当然なが

ら必要であると思っております。 

 今のところ、県営工業団地の整備も進んでお

ることから、新しい企業が来るに当たって最大

限メリットがあるような補助制度にするべく、

来年度から、よければ新しい変更した案を、

今、課内のほうでもんでるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） 資料請求をお願いでき

ればと思うんですけど、同じ企業振興補助助成

事業で、補助金が出ておりますけれども、どう

いった企業に補助金が補助されたのか、その資

料をお願いできればと思います。 

○委員長（田方芳信君） ただいま大倉委員か

ら資料請求の申出がありました。 

 お諮りいたします。本委員会として資料を請

求することに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ほかにありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） １４９ページの流用

のところ、１２０万１０００円で、ＥＳＲ、台

湾関係等とありましたが、内訳が分かればお願

いします。 

○商工政策課長（松本 豊君） 旅費の内訳と

いうところですか。 

○委員（成松由紀夫君） 流用のところ。内

訳、うん。ＥＳＲ、何か関係としか言ってない

から。１２０万１０００円の内訳。 

○商工政策課長（松本 豊君） 当初予算のほ

うで旅費のほうを１００万円、枠査定ですけれ

ども、組んでおりました。企業誘致を進めるに

当たりまして、ＥＳＲの案件であったりとか台

湾に行く案件とかが出てまいりました。最終的

に、東京のほうに５回、台湾のほうに２回、あ

と、宮城のほうに１回というところで活発な誘

致活動を行った結果、旅費のほうが不足し、１

２０万１０００円の流用となったところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） すいません、もう一

回。東京５回と台湾…… 

○委員長（田方芳信君） ２回。 

○委員（成松由紀夫君） ２回、宮城に１回で

すね。 

 そういう様々な活動の中で、ＥＳＲ、今後の

方向性ということで、覚書の具現化に向けて取

り組んでいくということなんですが、今は何

か、出張後に何か見通しが話せるものがあれば

お願いします。それと、現状ですね。現状、今

どういう感じなのか。 

○商工政策課長（松本 豊君） ＥＳＲとは覚

書を結んでおりますが、現在のところお話しで
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きる前向きな案件等は出ておりません。 

 ＥＳＲ自体も、１０年から１５年かけて１０

億ドルを投資するというお話も出ておりまし

て、ＥＳＲのほうからも、倉庫を造られるもの

ですから、当然ながら、そこに入る企業とい

う、ニーズがあれば建てれますよというお話を

聞いております。現段階ではまだそこまでの企

業が、入る企業までは至ってないというところ

でございまして、今整備しております県営工業

団地が引き金となりまして、ＥＳＲの倉庫に入

っていただける企業等が出てくれば話が進んで

いくんではなかろうかと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。（委員成松由紀夫君「台

湾、台湾の進捗は。２回か」と呼ぶ） 

 台湾のほうの進捗につきましては、９月に八

代港ポートセミナーというのを新竹のほうで開

催をいたしました。そこに地元のほうからも、

台湾企業のほうにも参加していただきまして、

新市長も行きまして、八代港のＰＲと、私のほ

うから工業団地への誘致の説明を行ったところ

でございます。 

 その場でも、新竹市の市長代理のほうから

も、今後、八代市と協力してやっていこうとい

うお話になったもんですから、今後も引き続き

台湾企業のほうにでもアプローチしていきます

し、あと、ジェトロとか、福岡のＴＡＩＴＲＡ

とか、そういった関連のところと連携を取りな

がら、ぜひ台湾企業にも来ていただけるような

誘致活動を行っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 台湾とは感触が、新

竹に新市長も行かれてよかったような話は、感

触はですね、聞いてますけども、ＥＳＲとの話

はあくまでＭＯＵ協定なので、あれ、１０億ド

ル投資が決まっているわけでも全くないし、

今、箱物の話もされましたけど、最初の表現ど

おり、前向きな話は多分出てこないと思うの

で、そこはしっかり県と話しながら協議されな

いと、それこそ撤退、白紙というようなことも

あり得るので、しっかり頑張ってください。 

 以上です。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） まず、サテライトオフ

ィスの管理運営事業ですけど、諸事情によっ

て、経営悪化ということで撤退されると。当初

入る予定だったけど、もう入りもせずにという

ことですよね。そうだったと思うんですけど、

これは、入られる企業さんの、何でしょう、ど

ういった規模なのか、レベルなのかとかです

よ、そういったところについての何か縛りとか

というのはないんでしょうか。あったほうがい

いんじゃないかなというふうには思うんですけ

れども、そういったところを調べたりですよ、

レベル、基準を決めてたほうがいいんじゃない

かなと思う。そういうのないんですか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 今のところ縛

りはございません。今後その縛りが必要かどう

か、今回の例を踏まえて、委員からおっしゃら

れたもんですから、そこを考えていくべきなの

かというところ。まずは、今空いてるもんです

から、どうにかしてそこのサテライトに誘致で

きる企業を誘致しなければならないというとこ

ろがまず第一だと考えております。 

 ですので、来年度に向けまして、今は数少な

い企業のほうにアプローチをかけてますけれど

も、まずは数のほうでどうにか、数打ちゃ当た

るじゃないですけれども、いろんな企業にメー

ルとかで……、表現が悪くてすいません。メー

ルをしながら、関心を持っていただける企業さ

んにアプローチをしていくという形の手法に変

えていきたいと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほど、課長の説明
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で、場所が山間地域にあるんでというような話

もあったんですけれども、どういったところを

求められているのかというのは、ニーズがどう

いったところがあるのかとか、そういったとこ

ろの調査とかというのはされてますか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 今のところニ

ーズ調査までは行っておりません。 

○委員（野﨑伸也君） 例えば、八代の宮地東

小学校の跡地のこのサテライトオフィスなんで

すけど、目玉が何なのかとか、そういったもの

をつくってアピールするというのが非常に大事

じゃないかなというふうに思いますので、ニー

ズ調査は大事かなと思います。 

 一応、今のは意見です。よろしくお願いしま

す。 

 引き続きですけど、企業誘致対策事業です

ね。これが、ＥＳＲ社との関係なんですけれど

も、規模拡充ということで、今後ですね、なっ

てるんですけれども、実際、何をやるんです

か。 

○商工政策課長（松本 豊君） 規模拡充とい

うのは、ＥＳＲに限らず、今後、県営工業団地

もできてきますし、企業誘致活動に頑張ってい

くというところで、今のままではいけないと。

当然、県営工業団地によって八代に大きな企業

を誘致して雇用を生んでいかなければならない

というところでございますので、今までどおり

の現状維持というわけではなく、来年度以降も

規模を拡充して企業誘致活動を行っていくとい

う意味でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 具体的に、予算を拡充

していくのか、施策としての内容を充実させて

いくのかというところなんですけれども、意気

込みはすごい分かるんですよ。分かるんですけ

ど、予算を拡充したいとかという話になったと

きに、具体例がないとこっちもなかなか審議で

きないじゃないですか、やっぱり。そこら辺の

ところを聞きたいんですよ。今までこうだった

けど、こういうことをやりたいとか、そういう

ことが欲しいです。 

○経済文化交流部次長（田島功一郎君） 先ほ

ど課長のほうからも意気込みを精いっぱい言っ

ていただきましたけども、当然、活動を充実さ

せる中で、予算のほうも、それに伴う予算の拡

充というところも出てくるかと思います。そう

いったところを、現段階では予算の要求の、

今、来年度、次年度要求の部分をいたしており

ますけれども、そういったところの活動の充実

に加えまして、予算のほうも拡充する部分も出

てくるかというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） その話は令和８年度予

算の関係だと思うんですけれども、また予算審

議がありますので、しっかり具体的なところま

で詰めて説明していただきたいなというふうに

思います。これも意見です。 

 引き続き。あと、ＥＳＲ社との覚書の具現化

というところなんですけれども、それ、結構長

くもう聞いてるんですよね、何年も。まだ成果

が出てないということなんですけれども、これ

は１０年ぐらいかけてやるという話なんです

が、今、この予算が令和６年度の決算額で１８

８４万５０００円というような話なんですが、

そのうちほとんどがＥＳＲ社に行ってるじゃな

いですか。これを１０年間となったら１億５０

００万円を超えますよね。何もなかったらどう

なんだって話なんですよ。 

 この方向性、どこら辺で見切りをつけていく

かとかですよ、そういう話もないと駄目なんじ

ゃないかなと思うんですけど、いかがですか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 今委員がおっ

しゃられているところというのが、この主要施

策に書いてあります企業誘致アドバイザー委託

というところじゃないかなと思われるんです

が、これはＥＳＲというわけではございません
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で、うちのほうが委託しております企業誘致ア

ドバイザーへの委託料というところで、ＥＳＲ

と直結する部分ではございません。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ＥＳＲのほうは幾らだ

ったですか、じゃあ。 

○商工政策課長（松本 豊君） ＥＳＲに関わ

る部分の予算はございません。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） そうだったですかね。

何か私、一般質問したときには何かあったよう

な気がしたんですけど。なしということであれ

ばなしでいいんですけど。 

 今言ったように、この予算の編成の仕方です

よね、というのを、ＥＳＲ社と、もうその１０

年というのがあるんで、今後どうしていくか

と、方向性のところも教えてほしいというふう

には思うんですけど。さっき拡充というような

話はあったんですが。 

○商工政策課長（松本 豊君） 当然ながら、

ＥＳＲのほうには八代市に立地していただきま

して、大きな企業のほうが中に入っていただき

たいというところがあります。私も、７月にＥ

ＳＲのほうには訪問させていただきましてお話

をさせていただきましたが、ニーズがあればい

つでもという話は出ております。向こうのほう

でも、この具現化につきまして、中に入られる

企業のほうを当たっていらっしゃるところでご

ざいます。 

 ただ、まだ今のところ具体的に、中に入りま

すよという企業の話までには至っていないとい

うところでございまして、先ほどもちょっとお

話ししましたが、これが１つ、県営工業団地の

立地がきっかけで、そこが大きく動き出してく

れればと思っているところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） また今後も委員会はあ

りますので、そこでもまた聞かせいただければ

と思います。 

 すいません、最後に１点だけ。さっきの企業

誘致アドバイザーの委託費なんですけど、この

内訳は分かりますか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 内訳でござい

ますが、月額１２０万円というところになって

おりまして、月１回の東京－八代間の旅費、宿

泊費で１２万円、あと、コンサルティング費用

として３０万円、首都圏等における活動費で月

８回の活動で６８万円、その他一般管理費とし

て１０万円というところで月額１２０万円の内

訳となっております。 

 令和６年度のほうの活動実績でいきますと、

１３３日間活動をしていただいているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 相手方はどこだったで

すか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 東京にありま

すマーキュリーキャピタル株式会社というとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 最後にもう一点、よろしいですか。 

○委員長（田方芳信君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） 企業振興補助助成事業

というところですけれども、これ、令和６年度

の件数はおっしゃったというふうに思うんです

よ。企業誘致できましたよという話だったんで

すけど、雇用された人数というのは何人です

か。 

○商工政策課長（松本 豊君） 雇用された場

合に雇用奨励金というのもお出しするんですけ

れども、詳細な人数までを積み上げた部分の資

料がございません。すいません。よければ後で

提示できればと思うんですが。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほど大倉委員の資料

請求もありましたけど、一緒によろしいです
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か。お願いしたいと思います。 

○委員長（田方芳信君） ただいま野﨑委員か

ら資料請求の申出がありました。 

 お諮りいたします。本委員会として資料を請

求することに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ほか、ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 企業誘致対策事業で、

８９ページの下段ですね、６年度の実績、１０

件の立地協定を結んでいただいたと。成果を上

げていただいてるというところだと思います。

立地協定を結んだ後、行政としてどういった活

動をされてるんでしょうか。 

○商工政策課長（松本 豊君） 立地協定を結

んだ後というのは、当然ながら、立地に向けて

企業さんと協議を進めていくというところにな

ります。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 例えば、１０件ありま

すけど、この１０件の企業に対して、今年度、

何回行かれてるんですかね。 

○商工政策課長（松本 豊君） すいません、

具体的な何回というお答えまでは私のほうで今

できないんですけれども、当然ながら、立地企

業につきましては随時、担当のほうで連絡を取

り合いながら、土地、あと、その後の補助金の

申請に絡む部分であればアドバイス、指導を行

って支援をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（田方芳信君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。意見で言います

ので。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 今お尋ねをしました立

地協定の企業との、何ていうんですかね、企業

訪問というんですかね、そういった交渉ですけ

ど、積極的にやっぱり相手企業のほうに行って

いただくというのが１つの姿勢ではないかとい

うふうに思います。待ちの姿勢ではなくて、八

代市からやはり企業訪問をしていくということ

を取り組んでいただければというふうに思いま

す。 

 それから、１０件の立地協定が６年度はあっ

たと。５年度もあってるというふうに思います

が、我々のほうにやっぱり入ってくるのは結果

としてしか入ってこないですね。途中経過が全

く見えませんので、できればこの特別委員会を

立ち上げましたので、定期的に進捗について報

告をしていただくなどの対応をお願いできれば

というふうに思います。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） まずは、今もお話が

ありましたけど、立地協定をされた後、その企

業が現在どういう状況になって、立地協定は恐

らくされたんだけど、来られなかったと。先ほ

どの宮地東の件もありますし、そういうところ

も報告をしていただきたいというふうに思いま

す。 

 それと、宮地東のサテライトオフィスにつき

ましては、やっぱり地の利を、サテライトオフ

ィス自体がまちから非常に離れてますので、コ

ンビニもありませんし、ターゲットをやっぱり

絞って、地の利を生かせるような、長く使って

いただけるような、そういう企業をやはり選定

する必要があるだろうなというふうに思いま

す。その辺、ぜひ踏まえた上で、また企業と協

定を結べるようにお願いしたいというふうに思

います。 
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 以上です。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） 先ほどの企業誘致対

策事業でもそうですが、市による実施、規模拡

充ということで、今、課長が積極的にやる気が

あるということはいいんですが、実際、市長が

交代された中で、撤退されるような話も幾つか

聞いてます。だから、軒並み白紙撤退にならな

いように、せめて凍結でいくとか、あと、国、

県との連携、こういったところに期待をされて

た企業さんがやはり、そこが信用なんですよ

ね。政策審議官も半年で降りられるような状況

もマイナスに作用しているようなところもある

し、やはり企業はイメージと自治体の状況、そ

ういうことを捉えて来られますので、数打ちゃ

当たるというような話じゃなくて、やはりしっ

かりＭＯＵ協定しているところはこうだという

ことも、１つの個別案件それぞれに丁寧に対応

していただいて、もう白紙撤退が軒並みになら

ないように、しっかりとした対応をお願いした

いというふうに思います。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） 企業誘致対策事業で、

企業誘致のアドバイザー、マーキュリーキャピ

タル、非常に外資に強いのかなというふうは思

いますが、これはやつしろ物流拠点構想のとき

の実現に向けて、ＥＳＲ社との覚書のときに立

会人としてされた会社でもあると記憶しており

ます。そういったところでは非常にすばらしい

ところのアドバイザーとは思いますが、八代の

この立地をよく知る、もっと身近な国内の何か

任せれるようなところがあるならば、規模拡充

ということであれば、そういうアドバイザーも

ですね、国内にどんどん来ていただけるような

ところも必要かなと思いますので、そういう意

味では、規模拡充では、アドバイザーも２つで

も３つでも、幾つも選択肢に入れて考えていた

だければと思います。 

○委員長（田方芳信君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９３号・令和６年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（田方芳信君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（田方芳信君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田方芳信君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、企業誘致等に関する特別委員

会を散会いたします。 

（午前１１時２５分 散会） 
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